
第２６５号 令和４年５月１日

◆直方市情報通信技術を活用した行政の推進に

　関する条例を制定

◆令和４年度直方市一般会計予算を可決

３ 月 定 例 会

▲　1 月 9 日、汽車倶楽部が静態保存する蒸気機関車の 9600 形 59647 号機の定期保守作業（ＳＬおそうじ会）

が通算 250 回となり記念イベントが開かれました。

　  主　な　内　容

 Ｐ . ２　　提出議案とその結果

 Ｐ . ３　　賛否の分かれた議案

　　　　　質　疑

 Ｐ . ４～　委員会の審査

 Ｐ . ５～　一般質問

 Ｐ .10　   編集コラム「水仙」

市 議 会 情 報

△直方市議会ホームページ
　はこちらを C H E C K

直方市議会

本 会 議 情 報
　一般質問や質疑等の詳細については、録画配信または会

議録を御覧ください。

　録画配信は、議会が開催された日の約 1 週間後に公開し

ます。また会議録は、次の定例会の約 1 週間前に公開します。

△「直方市議会」で検索



２
のおがた議会だより

３ 月 定 例 会 に 提 出 さ れ た 議 案 等 と そ の 結 果

【条　　例】　※全て原案可決

 議案第 ２ 号　直方市ふるさと応援基金条例の一部を改正する条例について

 議案第 ３ 号　直方市情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例の制定について

 議案第 ４ 号　直方市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

 議案第 ５ 号　直方市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について

 議案第 ６ 号　直方市職員の服務の宣誓に関する条例の一部を改正する条例について

 議案第 ７ 号　直方市会計年度任用職員の給与、費用弁償及び旅費に関する条例の一部を

                     改正する条例について

 議案第 ８ 号　直方市営住宅条例の一部を改正する条例について

 議案第 18 号　直方市消防団員の定員、任用、給与、分限及び懲戒、服務等に関する条例の

                     一部を改正する条例について

 議案第 19 号　直方市印鑑登録条例の一部を改正する条例について

 議案第 20 号　直方市国民健康保険税賦課徴収条例の一部を改正する条例について

 議案第 21 号　直方市環境審議会設置条例の一部を改正する条例について

【予　　算】　※議案第１号は承認、その他は原案可決

 議案第 １ 号　専決処分事項の承認について（令和３年度直方市一般会計補正予算

　　　　　　　（第１０号））

 議案第 12 号　令和３年度直方市一般会計補正予算（第１１号）

 議案第 13 号　令和３年度直方市国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

 議案第 14 号　令和３年度直方市同和地区住宅資金貸付事業特別会計補正予算（第１号）

 議案第 15 号　令和３年度直方市介護保険特別会計補正予算（第３号）

 議案第 16 号　令和３年度直方市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

 議案第 17 号　令和３年度直方市下水道事業会計補正予算（第２号）

 議案第 24 号　令和４年度直方市一般会計予算

 議案第 25 号　令和４年度直方市国民健康保険特別会計予算

 議案第 26 号　令和４年度直方市同和地区住宅資金貸付事業特別会計予算

 議案第 27 号　令和４年度直方市介護保険特別会計予算

 議案第 28 号　令和４年度直方市後期高齢者医療特別会計予算

 議案第 29 号　令和４年度直方市上頓野産業団地造成事業特別会計予算

 議案第 30 号　令和４年度直方市水道事業会計予算

 議案第 31 号　令和４年度直方市下水道事業会計予算

【人　　事】　※適任

 議案第 23 号　人権擁護委員候補者の推薦について

【そ の 他】 　※全て原案可決

 議案第 ９ 号　市道路線の認定について

 議案第 10 号　市道路線の廃止について

 議案第 11 号　市道路線の変更について

 議案第 22 号　竜王峡キャンプ村指定管理者の指定について

 意見書案第 １ 号　介護職員の処遇改善に関する手続きの簡素化と対象職種の拡大を求める

　　　　　　　　　意見書について

 意見書案第 ２ 号　消費税インボイス制度の再考を求める意見書について

 決議案第 １ 号　ロシアのウクライナ侵攻に抗議する決議について

【報　　告】

 報告第 １ 号　専決処分事項の報告について（市の営造物の管理上での瑕疵事故に係る損害

　　　　　　　賠償の額）

 報告第 ２ 号　専決処分事項の報告について（市営住宅家賃滞納に係る民事調停）



３
のおがた議会だより

賛否の分かれた議案
会 派 名 静　燃　会 よ　つ　ば 政　風　会 明　政　会 日本共産党 市民クラブ 公　明　党 無所属 令　和　会
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曻

第 24 号 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第 25 号 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第 27 号 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第 28 号 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第 30 号 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意見書案第２号 × × ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○
○：賛成、×：反対、欠：欠席

－：議長には賛成・反対の意思表示をする表決権がありませんが、賛成・反対が同数になった場合、可否を決める裁決権があります。

※その他の結果については、全会一致で賛成となっています。

質 疑
　３月定例会で質疑が行われた議案については次のとおりです。質疑とは、本会議の議事手続きに

おいて討論や表決に入る前に、当該案件について口頭で提案者に対して説明や所見を求め疑問点を

尋ねることです。（議案第３・１２号、報告第１号は３月１日、議案第１８・２４号は３月３日質疑）

議案番号 議案名 発言者 質疑項目

第３号
直方市情報通信技術を活用した行政の推進

に関する条例の制定について
髙宮 誠 条例制定の目的等について

第 12 号
令和３年度直方市一般会計補正予算

（第 11 号）

渡辺 和幸

【歳入】全般（地方創生臨時交付金）

【歳出】ごみ処理費 ほか

安永 浩之

【歳入】ふるさと納税

【歳出】予防費医薬材料費 ほか

那須 和也 【歳出】社会福祉総務費手数料 ほか

第 18 号

直方市消防団員の定員、任用、給与、分限

及び懲戒、服務等に関する条例の一部を改

正する条例

安永 浩之 改正前後の条例比較について ほか

矢野 富士雄 災害出動に従事した際の１日の定義について ほか

第 24 号 令和４年度直方市一般会計予算

安永 浩之

【歳入】総括

【歳出】財産管理費修繕料 ほか

渡辺 和幸 【歳出】アスベスト分析調査業務委託料 ほか

森本 裕次 【歳出】放課後児童健全育成事業委託料

那須 和也 【歳出】保育所整備補助金 ほか

宮園 祐美子
【歳出】女性農林漁業者の起業活動支援事業費補助
金 ほか

報　告

第１号

専決処分事項の報告について（市の営造物

の管理上での瑕疵事故に係る損害賠償の額）
澄田 和昭

▲３月１日質疑 ▲３月３日質疑



令
和
３
年
度
直
方
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
11
号
）
の
う
ち

所
管
分
に
つ
い
て

  

繰
越
明
許
費
補
正
で
計
上
さ

れ
て
い
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
事
業
費
補
助
金
に
つ
い
て
、

ト
ラ
ベ
ル
・
グ
ル
メ
券
の
事
業

開
始
が
６
月
か
ら
の
予
定
に
な

っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
商
品

券
の
事
業
開
始
を
９
月
か
ら
の

予
定
に
し
て
い
る
理
由
に
つ
い

て
尋
ね
ま
し
た
。

  

所
管
課
か
ら
は
、
前
者
に
つ

い
て
は
、
飲
食
店
等
が
か
な
り

疲
弊
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
こ

と
を
鑑
み
て
先
に
実
施
す
べ
き

と
考
え
、
後
者
に
つ
い
て
は
、

年
末
商
戦
に
向
け
て
と
い
う
こ

と
で
考
え
て
い
る
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

  

委
員
会
と
し
て
は
、
商
品
券

の
事
業
開
始
に
つ
い
て
、
少
し

で
も
前
倒
し
で
き
な
い
か
検
討

を
す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

  

採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

４
のおがた議会だより

令
和
４
年
度
直
方
市
一
般
会
計

予
算
の
う
ち
所
管
分
に
つ
い
て

　
ま
ず
、
中
学
校
給
食
に
つ
い

て
、
令
和
４
年
２
学
期
か
ら
全

員
喫
食
が
開
始
さ
れ
る
が
、
そ

れ
に
向
け
た
準
備
等
の
進
捗
状

況
に
つ
い
て
尋
ね
ま
し
た
。

　
所
管
課
か
ら
は
、
全
員
喫
食

開
始
に
向
け
て
、
備
品
等
の
調

達
や
給
食
調
理
業
務
の
委
託
契

約
等
、
当
初
の
予
定
ど
お
り
滞

り
な
く
進
ん
で
い
る
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
委
託
料
に
つ
い
て
、
新

年
度
か
ら
委
託
事
業
者
が
変
わ

る
と
の
こ
と
だ
が
、
４
月
１
日

か
ら
ス
ム
ー
ズ
に
運
営
し
て
い

く
た
め
に
ど
こ
が
責
任
を
持
っ

て
実
施
し
て
い
く
の
か
と
尋
ね

ま
し
た
。

　
所
管
課
か
ら
は
、
本
市
が
責

任
を
持
っ
て
実
施
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

　
委
員
会
と
し
て
は
、
利
用
者

の
不
利
益
に
な
ら
な
い
よ
う
、

滞
り
な
く
次
の
事
業
者
に
引
き

継
ぎ
、
４
月
か
ら
確
実
に
運
営

で
き
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

直
方
市
情
報
通
信
技
術
を
活
用

し
た
行
政
の
推
進
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　
条
文
中
の
「
電
子
情
報
処
理

組
織
」
な
ど
の
用
語
に
つ
い
て

分
か
り
に
く
い
た
め
、「
オ
ン

ラ
イ
ン
」
な
ど
イ
メ
ー
ジ
が
湧

き
や
す
い
表
現
に
で
き
な
い
の

か
と
尋
ね
ま
し
た
。

　
所
管
課
か
ら
は
、
国
の
「
行

政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信

の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法

律
」
や
本
市
の
他
の
例
規
と
の

整
合
を
図
る
必
要
が
あ
る
た
め

難
し
い
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。

　
委
員
会
と
し
て
は
、
法
律
用

語
や
専
門
用
語
が
多
く
、
内
容

も
複
雑
で
あ
る
た
め
、
議
案
の

審
議
に
当
た
っ
て
は
、
分
か
り

や
す
い
言
葉
や
内
容
に
置
き
換

え
る
な
ど
の
工
夫
を
す
る
よ
う

に
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

各

常

任

委

員

会

　

３
月
４
日
、
７
日
、
８
日
に
開

催
さ
れ
、
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
審
査
し
た
主
な
内
容
で
す
。

総
務
常
任
委
員
会

令
和
４
年
度
直
方
市
一
般
会
計

予
算
の
う
ち
所
管
分
に
つ
い
て

　
ま
ず
、
常
備
消
防
費
に
お
け

る
負
担
金
に
つ
い
て
、
前
年
度

と
比
較
し
そ
の
減
額
理
由
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

の
か
尋
ね
ま
し
た
。

　
所
管
課
か
ら
は
、
北
九
州
市

消
防
局
か
ら
の
職
員
２
名
の
派

遣
期
間
満
了
に
伴
う
も
の
で
あ

る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
消
防
の
人
員
不
足
が
続

く
中
で
、
新
た
に
人
員
の
要
望

は
で
き
な
い
の
か
と
尋
ね
ま
し

た
。

　
所
管
課
か
ら
は
、
現
在
、
消

防
の
広
域
化
を
協
議
中
で
あ

り
、
今
後
の
動
向
が
見
通
せ
な

い
こ
と
か
ら
、
人
員
強
化
に
つ

い
て
も
ま
だ
は
っ
き
り
と
し
た

方
向
性
が
示
せ
て
い
な
い
が
、

今
後
、
本
市
の
消
防
の
在
り
方

に
つ
い
て
協
議
し
、
そ
の
協
議

の
中
で
増
員
に
つ
い
て
の
方
向

性
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
会
と
し
て
は
、
消
防
職

員
の
増
員
に
つ
い
て
は
、
消
防

の
広
域
化
と
切
り
離
し
た
上
で

今
後
の
方
向
性
を
議
論
す
る
よ

う
に
要
望
し
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

令
和
３
年
度
直
方
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
11
号
）
の
う
ち

所
管
分
に
つ
い
て

　
ま
ず
、
令
和
４
年
２
月
か
ら

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
の
処
遇

を
改
善
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

放
課
後
児
童
支
援
員
の
処
遇
改

善
は
い
つ
か
ら
実
施
す
る
の
か

尋
ね
ま
し
た
。

　
所
管
課
か
ら
は
、
４
月
以
降

の
給
与
に
対
応
で
き
る
よ
う
考

え
て
い
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

　
次
に
、
国
が
示
す
２
月
か
ら

処
遇
改
善
が
実
施
さ
れ
て
い
な

く
て
も
４
月
か
ら
確
実
に
対
応

で
き
る
の
か
尋
ね
ま
し
た
。

　
所
管
課
か
ら
は
、
４
月
か
ら

対
応
可
能
と
な
る
よ
う
要
綱
を

定
め
、
手
続
き
を
進
め
て
い
く

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
委
員
会
と
し
て
は
、
４
月
か

ら
確
実
に
放
課
後
児
童
支
援
員

の
処
遇
改
善
を
実
施
す
る
よ
う

要
望
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
所
管
課
よ
り
放
課

後
児
童
支
援
員
の
処
遇
改
善
に

つ
い
て
は
、
再
度
早
急
に
検
討

を
行
い
、
２
月
か
ら
実
施
す
る

と
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会



５
のおがた議会だより

 一 般 質 問
　３月定例会の一般質問は、２月２１日、２２日、２４日、２５日の４日間行われ、１４名の議

員が市政について質問しました。一般質問は、議案と関係なく市政全般にわたり執行機関に対し

て執行状況や将来に対する方針などについて所信を尋ねたり、報告、説明を求めるものです。

　
　
　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣

誓
制
度
に
つ
い
て

　
今
年
1
月
25
日
、
福
岡
県
は

４
月
１
日
よ
り
「
福
岡
県
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
」
を

導
入
す
る
と
発
表
し
た
。
性
的

少
数
者
の
方
々
が
、
そ
の
性
的

指
向
や
性
自
認
に
か
か
わ
ら
ず

人
生
を
共
に
し
た
い
人
と
安
心

し
て
生
活
で
き
る
よ
う
に
す
る

制
度
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
こ
の
制
度
開
始
に

対
応
す
る
本
市
の
取
組
に
つ
い

て
問
う
。

　
　
　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣

誓
制
度
は
、
県
が
本
年
４
月
か

ら
導
入
を
決
定
し
て
い
る
。
県

と
連
携
し
な
が
ら
、
本
市
で
も

早
い
時
期
の
導
入
を
目
指
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
制
度
に

つ
い
て
も
、
県
や
他
市
町
村
の

動
向
、
関
係
各
課
と
の
調
整
を

図
り
な
が
ら
導
入
に
向
け
て
努

力
し
て
い
く
。

質
問

　
　
　
安
心
し
て
子
ど
も
を
出

産
で
き
る
直
方
市
独
自
の
助
成

制
度
（
新
設
）
に
つ
い
て

　
本
市
独
自
の
助
成
制
度
に
つ

い
て
問
う
。

　
　
　
市
内
で
の
出
産
の
現
状

は
産
婦
人
科
が
一
か
所
の
み

で
、
令
和
２
年
度
の
出
生
数
は

４
０
７
人
で
、
そ
の
う
ち
の
約

半
数
が
こ
の
産
婦
人
科
で
の
出

産
と
な
っ
て
い
る
。
残
り
の
半

数
の
う
ち
中
間
市
と
八
幡
西
区

の
産
婦
人
科
で
全
体
の
一
割
を

示
し
て
い
る
。

　
出
産
は
自
由
診
療
の
た
め
保

険
適
用
で
は
な
い
が
、
保
険
者

か
ら
の
一
時
金
や
直
接
支
払
制

度
に
よ
り
、
窓
口
で
の
自
己
負

担
額
が
軽
減
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
福
岡
県
事
業
で
あ
る

不
妊
治
療
は
令
和
４
年
度
よ
り

質
問

▲ 一般質問 (YouTube)
　はこちらを C H E C K

紫
村
博
之
　
議
員

澄
田
和
昭
　
議
員

　
今
定
例
会
で
は
、
次
の
決
議

及
び
意
見
書
が
提
出
さ
れ
、
採

決
の
結
果
可
決
し
ま
し
た
。
可

決
し
た
意
見
書
を
、
関
係
行
政

庁
等
に
送
付
し
ま
し
た
。

◎
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

に
抗
議
す
る
決
議

◎
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
に
関

す
る
手
続
き
の
簡
素
化
と
対
象

職
種
の
拡
大
を
求
め
る
意
見
書

　
送
付
先
は
、
厚
生
労
働
大
臣

で
す
。

◎
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の

再
考
を
求
め
る
意
見
書

　
送
付
先
は
、
内
閣
総
理
大
臣
、

財
務
大
臣
、
総
務
大
臣
、
衆
議

院
議
長
、
参
議
院
議
長
で
す
。

決 

議
・
意 

見 

書

令
和
４
年
度
直
方
市
一
般
会
計

予
算
の
う
ち
所
管
分
に
つ
い
て

  

予
算
計
上
さ
れ
て
い
る
地
籍

調
査
業
務
委
託
料
に
つ
い
て
、

い
わ
ゆ
る
国
土
調
査
の
こ
と
で

あ
る
が
毎
年
整
備
率
が
低
い
の

で
、
も
っ
と
推
進
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
か
と
尋
ね
ま
し

た
。

  

所
管
課
か
ら
は
、
令
和
元
年

か
ら
２
地
区
ず
つ
調
査
す
る
予

定
で
あ
っ
た
が
、
頻
発
す
る
災

害
等
の
影
響
で
国
の
補
助
金
が

要
望
額
の
満
額
を
得
ら
れ
な
い

状
況
で
あ
り
２
地
区
ず
つ
の
調

査
が
で
き
な
か
っ
た
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

  

委
員
会
と
し
て
は
、
国
土
調

査
そ
の
も
の
が
市
内
全
体
に
広

が
っ
て
い
れ
ば
あ
ら
ゆ
る
形
で

各
事
業
に
よ
り
よ
い
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
か
ら
、
ぜ
ひ
本
調
査

の
推
進
を
し
て
い
く
よ
う
要
望

し
ま
し
た
。

  

採
決
の
結
果
、
原
案
の
と
お

り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。

答
弁

答
弁


